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出資法人等経営状況報告書 

 

１ 作成年月日及び担当部署 

作成年月日 令和 4年 8月 23 日 担 当部署 産業観光交流部 施設経営管理室 

 

※以下は令和 4年 3月 31 日現在の内容です。 

２ 法人等の概要 

法 人 名 一般財団法人ゑしんの里観光公社 

代 表 者 

理事長 宮下 利雄 

□ 常 勤   ■ 非常勤 ■ プロパー  □ 市兼務  □ その他 

所 在 地 新潟県上越市板倉区米増 27 番地 4 

設立年月日 平成元年 4月 27 日 

基 本 金 20,000 千円 市出捐割合 85.0％ 

設 立目的 

光ヶ原高原を中心として地域に潜在している観光資源を掘り起こし、それを有

効に活用しながら地域の魅力を広く普及する観光事業に努め、潤いと活力ある地

域づくりに寄与する。 

主な事業 

⑴ 信越トレイルの情報発信 

⑵ 板倉そば打ち体験交流施設いたくら亭の経営 

⑶ ゑしんの里記念館の管理運営業務 

⑷ 観光情報の発信及び宣伝活動（観光パンフレット及びチラシの作成、報道機

関への情報提供） 

⑸ 各種観光イベントの開催及び参加 

⑹ 上越観光コンベンション協会等と連携して行う観光客の誘致活動 

 

３ 役員数 

（単位：人） 

 常勤 非常勤 計 
内訳 

プロパー 市兼務 その他 

理事 0 6 6 6 0 0 

監事 0 2 2 2 0 0 

計 0 8 8 8 0 0 

 

４ 職員数 

（単位：人） 

 計 
内訳 

プロパー 市兼務 

正社員 2 2 0 

その他 7 7 0 

計 9 9 0 
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５ 事業実績（概要） 

【令和 3年度の経営状況】 

 令和 3年度の経常収益は、前年度との比較で 4,350 千円の増（12.3％の増）の 39,665 千円と

なりました。このうち、事業収益では、ゑしんの里記念館で板倉物産館販売などを開催し売

店売上が増加したことや、そば処いたくら亭ではコロナ禍からの回復傾向に伴い売上が増加

したことなどにより、前年度との比較で 2,504 千円の増（16.4％の増）の 17,770 千円となり

ました。 

 経常費用は、前年度と比較して、3,751 千円の増（10.2％の増）の 40,399 千円となりました。 

 この結果、当期一般正味財産増減額は△873 千円となり、令和 3 年度末の正味財産期末残高

は 42,290 千円となりました。 

【令和 3年度の事業概要】 

⑴ ゑしんの里記念館 

 記念館としての役割を維持しつつ、施設環境を生かした収益性のある記念館の運営を行いま

した。 

 市内の様々な団体に利用を呼び掛けたほか、毎月第 2 及び第 4 土曜日に、「どうがたの郷特

産物生産組合」や「いなかの味まんま」、「寺野いろりばた」の 3団体による特産物の販売を

行いました。 

⑵ そば処いたくら亭 

 中山間地域の生産者と協力し、板倉そばの知名度向上に向けた取組を促進しました。 

⑶ 光ヶ原高原グリーンパル光原荘 

 信越トレイル利用者向けのサービス向上を図るため、レストラン営業などの活動を実践しま

した。 

【各施設の利用実績】               （単位：人） 

 

 

 

 

 

 

 

 ゑしんの里記念館の入館者数は、新型コロナウイルス感染症の影響はあったものの、行動制

限が緩和されたことなどから、前年度と比較して、2,948 人の増（68.0％の増）の 7,282 人

となりました。 

・そば処いたくら亭の利用者数は、前年度と比較して 742 人の増（6.3％の減）の 12,453 人と

なりました。 

・光ヶ原高原グリーンパル光原荘の利用者数は、前年度と比較して 310 人の減（52.3％減）の

283 人となりました。 

施設名 令和元年度 令和 2年度 令和 3年度 

ゑしんの里記念館 8,571 4,334 7,282 

 うち自主事業 3,092 1,225 2,947 

そば処いたくら亭 14,068 11,711 12,453 

グリーンパル光原荘 1,205 593 283 
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６ 財務状況（税込） 

                                 （単位：千円） 

項 目 

令和元年度 

自 平成 31 年 4月 1日 

至 令和 2年 3 月 31 日 

令和 2年度 

自 令和 2年 4 月 1日 

至 令和 3年 3 月 31 日 

令和 3年度 

自 令和 3年 4 月 1日 

至 令和 4年 3 月 31 日 

正
味
財
産
増
減
計
算
書 

一般正味財産増減の部    

 経常収益 37,609 35,315 39,665 

  基本財産運用益 363 91 0 

  特定資産運用益 0 0 0 

  受取会費 0 0 0 

  事業収益 21,279 15,266 17,770 

  受取補助金等 15,946 19,938 21,894 

  その他経常収益 20 20 0 

 経常費用 38,876 36,648 40,399 

  事業費 35,969 33,405 36,719 

  管理費 2,907 3,243 3,680 

 当期経常増減額 △1,267 △1,333 △734 

  経常外収益 0 0 0 

  経常外費用 103 86 69 

 当期経常外増減額 △103 △86 △69 

 
税引前当期一般 
正味財産増減額 △1,370 △1,419 △803 

  法人税等 126 84 70 

 当期一般正味財産増減額 △1,496 △1,503 △873 

 一般正味財産期首残高 16,161 44,666 43,163 

 一般正味財産期末残高 14,666 43,163 42,290 

指定正味財産増減の部    

 当期指定正味財産増減額 0 0 0 

 指定正味財産期首残高 30,000 0 0 

 指定正味財産期末残高 30,000 0 0 

正味財産期末残高 44,666 43,163 42,290 

項 目 令和 2年 3月 31 日現在 令和 3年 3月 31 日現在 令和 4年 3月 31 日現在 

貸
借
対
照
表 

資 産 53,663 50,937 48,493 

負 債 8,997 7,774 6,202 

正味財産 44,666 43,163 42,290 

 指定正味財産 30,000 0 0 

 一般正味財産 14,666 43,163 42,290 

※ 金額については、千円未満を四捨五入して表示しており、端数処理の関係上、決算書及び計算結

果と一致しない場合があります。 



4 

７ 市からの財政支出等 

⑴ 委託額（税込）                             （単位：千円） 

内訳 令和元年度 令和 2年度 令和 3年度 備考 

① 
ゑしんの里観光公社 

指定管理委託料 
13,275 13,110 15,324 

Ｒ３年度は見直し分 

の 2,049 千円を含む 

② 
グリーンパル光原荘等 

管理業務委託料 
2,271 3,457 3,278  

計 15,546 16,219 18,602  

 

⑵ 財政援助額（税込）                           （単位：千円） 

内訳 令和元年度 令和 2年度 令和 3年度 備考 

① 補助金（助成金） 
400 400 400 観光事業補助金 

0 0 358 地域活動支援金 

② 貸付金 0 0 0  

③ 損失補償 0 0 0  

④ 債務保証 0 0 0  

⑤ その他（補填金） 0 1,284 0 指定管理減収補填金 

計 400 1,684 758  

 

８ 今後の経営計画等 

 ⑴ 次期事業計画 

情報発信を幅広く行い、近隣地域とも連携を図った企画を実施するとともに、各施設において

は、集客を目指し、次の主な取組を強化します。 

○ ゑしんの里記念館 

 新年度から信越トレイルビジターセンター機能が付加されたことにより、『新しい生活様

式』の一端ともいえる屋外活動志向にも対応してアウトドア観光に一層力点を置いた情報

発信拠点としての機能強化を図ります。 

 板倉区の貴重な歴史的財産を後世に伝えるとともに、特に中山間地域の地域振興に寄与す

る事業にも積極的に関与していきます。 

○ そば処いたくら亭 

 味、質、素材のこだわりによる他店との差別化をより一層図るとともに、季節に応じたメ

ニュー提供など、オリジナリティも意識した経営を推進します。 

 

⑵ 中長期経営計画 

 なし 
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９ 令和 4年度 経営状況の分析・評価 

⑴ 第三セクター等の経営状況の分析・評価のフローチャート 

※「第三セクター等に対する関与方針」から抜粋 

Ｄ 
債務超過に陥っている、又は、資本金の 50％を超え

る累積欠損金がある、若しくはそのおそれがあるか 

はい 

→ 

第三セクター等評価

委員会に見解を求め

る 

↓いいえ 
 

Ｃ 3 期連続の赤字であるか 
はい 

→ 

↓いいえ 
 

Ｂ 法人の経営の持続可能性に懸念のある事項はあるか 
はい 

→ 

↓いいえ 
  

Ａ 現状では、当該法人の経営状況に問題（課題）なし 

  

 

 

フローチャートによる評価 Ｃ → ⑵へ 

【特記事項】 

3 期連続で正味財産が減少しているため、Ｃ評価となりました。 

 

 非営利法人においては、累積欠損金という概念がないため、初期の正味財産に対する減

少分を累積欠損金と読み替える。 

 「3 期連続の赤字」の判断においては、「当期一般正味財産増減高」と「当期指定正味

財産増減高」の合計がマイナスとなる場合は、赤字と読み替える。 

フローチャートによる評価基準 備考 

Ａ 経営状況に問題（課題）なし 引き続き経営努力を行う 

Ｂ 法人の経営の持続可能性に懸念がある 

経営健全化の可能性について、第三セクタ
ー等評価委員会に見解を求める 

Ｃ 当期純利益が 3期連続の単年度赤字である 

Ｄ 
債務超過に陥っている、又は、 
資本金の 50％を超える累積欠損金がある 
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⑵ 令和 4年度 第三セクター等評価委員会の分析・評価 

第三セクター等評価委員会の評価 

■ 課題あり 

□ 課題なし 

第三セクター等評価委員会の分析 

【上記評価の理由】 

・多目的ホールなど施設や設備の充実度の割に、地元の特定の団体等にしか利用されず、活

用度・稼働率が低い。 

・記念館で収益を得ることは難しく、収益の増加が図られるのは、「板倉そば打ち体験交流

施設いたくら亭」の経営のみであり、公社の取組には限界がある。 

【指摘事項等】 

① 事業計画や販路拡大に向けた発信について、行政側と運営側で情報共有と経営戦略の統

一を図り事業の安定化を進めるべき。 

② いたくら亭の集客力アップ、収益増加に注力すべき。いたくらそばのブランド化やマー

ケティング戦略のアウトソーシングも行い、推進すべき。 

③ 新規顧客の獲得を目指し、新たなＰＲ場所やターゲットを検討し、施設の魅力を発信す

べき。 

 

⑶ 分析・評価結果を受けての対応方針 

第三セクターによる対応方針 

① 令和 2年度に策定した『一般財団法人ゑしんの里観光公社・観光振興事業計画』を基に、

月一回板倉区総合事務所との意見交換や協議を通じて情報の共有、経営のあり方について

の共通認識を図る。 

② 板倉区内の生産組合と共同して光ヶ原高原で栽培する『蕎麦』を使った乾麺の販売を計

画するなど新たな集客、収益ツールを確立させていく。 

③ 記念館については、各施設の利用方法等について様々な機会を通じてＰＲしてきたが、

今後、行政ともより連携を強化して利用度のアップを図りたい。一方いたくら亭は、建物

が有形文化財に登録されることで知名度がより高まることが期待され、新たなツールとし

ての活用を検討する。 

市担当部署による対応方針 

・公社と毎月担当者会議を実施し情報共有と経営戦略の統一を図る。 

・ポスターやチラシの設置場所について、宣伝効果の高いＰＲ場所の洗い出しを行い、まだ

設置していない場所があれば、ポスターやチラシの配置について働きかけていく。 

・記念館の利用促進について公社と協議を行い、会議などの利用について地元商工会や近隣

産業団地の企業に働きかけなどを実施する。 

・いたくら亭については、有形文化財への登録をＰＲするなど、施設の魅力も発信すること

で、顧客の獲得に向けた取組を支援する。 

 








































